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ブラウジング行動意図規定要因分析
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ブラウジング行動意図規定要因分析
――なぜ消費者はウィンドウ・ショッピングを行うのか？――
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1 問題意識

ブラウジング行動意図規定要因分析
――なぜ消費者はウィンドウ・ショッピングを行うのか？――

1.  問題意識

2.  既存文献レビュー

3.  仮説の提唱

4.  分析結果

5 考察5.  考察

6.  学術的含意／実務的含意

7.  今後の課題

意識1.  問題意識

街中では、多くの消費者が
ウィンドウ・ショッピングをしている。

1.  問題意識① 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

なぜ、消費者は、購買意図がないのに、
わざわざ店舗を訪問するのだろうか？

用語の定義

1.  問題意識② 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

ブラウジング行動

即時的な購買意図を伴わない
状態で店舗内を探索する行動

衝動買い クチコミ

ブラウザー

ブラウジング行動を行う消費者

ウィンドウ･ショッピングをする消費者は
どのような店舗に対しても興味を抱くわけではない。

1.  問題意識③ 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

「このお店、ちょっと覗いてみたい！」と思わせる
店舗には、どのような魅力があるのだろう？
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存 献 ビ2.  既存文献レビュー
ブラウジング行動研究

の蓄積は皆無に等しい!!

Q.消費者はなぜブラウジング行動を行うのか？

2.  既存文献レビュー① 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

の蓄積は皆無に等しい!!

ショッピング行動とブラウジング行動の共通性

ショッピング動機 ブラウジング動機

購買意図を伴わない状態で店舗内を探索する行動

ブラウジング行動

2.  既存文献レビュー② 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

功利的
ショッピング行動

製品の購買

快楽的
ショッピング行動

購買に焦点を絞らず

Babin, Darden, and Griffin (1994)

製品の購買

に価値を見出す

ショッピング行動

購買に焦点を絞らず、

ショッピングのプロセスに

楽しさを見出す

ショッピング行動

価 値 追 求 型

ブラウジング行動

Arnold and Reynolds 
（2003）

快楽的ショッピング動機

2.  既存文献レビュー③ 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

価 値 追 求 型

情 報 型

社 交 型

役 割 遂 行 型

？
・・・・・

リラクゼーション型

情 報 型

冒 険 型

・

小売ミックス
田村(2001)

Q.ブラウザーを惹きつける店舗の魅力とは？

2.  既存文献レビュー④ 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

アクセス

品揃え価格

店舗間の差異を生み出す店舗内環境要因

品揃え価格

雰囲気 接客サービス
製品陳列

混雑

仮説 提3.  仮説の提唱
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アクセス性

Arnold and Reynolds の
快楽的ショッピング動機の援用

(2003)

H7(＋)

田村の小売ミックス
(2001)

3.  仮説の提唱 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

H1(＋)

H2 (＋)

H3 (＋)

H8 (＋)

H9 (＋)

H10 (－)

H11 (＋)

H12 (＋) ブラウジング
行動意図

価値追求型
娯楽欲求

店員社交型
娯楽欲求

同伴者社交型
娯楽欲求

情報

知覚価格

店員との接触

品揃え多様性

価値追求型
娯楽欲求

ブラウジング
行動意図

知覚価格

H4(＋)

H5 (＋)

H6 (＋)

H13 (＋)

H14 (＋)
H15 (－) H16 (－)

H17 (－)

H18 (－)

情報型
娯楽欲求

リラクゼーション型
娯楽欲求

冒険型
娯楽欲求

陳列の整然性

混雑度 役割遂行型
娯楽欲求

価値追求型娯楽欲求 ブラウジング行動意図

3.  仮説の提唱①

促進！

仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

「知覚価格」は「価値追求型娯楽欲求」を促進する
江口 (1984) 

消費者は、そのお店の商品の価格が低いほど、割安な商品を発見したいと感じ、

その影響により消費者のブラウジング行動意図は促進される。

田村の小売ミックス
(2001)

アクセス性

Arnold and Reynolds の
快楽的ショッピング動機の援用

(2003)
H7(＋)

3.  仮説の提唱 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

H1(＋)

H2 (＋)

H3 (＋)

H8 (＋)

H9 (＋)

H10 (－)

H11 (＋)

H12 (＋) ブラウジング
行動意図

価値追求型
娯楽欲求

店員社交型
娯楽欲求

同伴者社交型
娯楽欲求

情報

知覚価格

店員との接触

品揃え多様性

店員社交型
娯楽欲求

ブラウジング
行動意図

店員との接触

H4(＋)

H5 (＋)

H6 (＋)

H13 (＋)

H14 (＋)
H15 (－) H16 (－)

H17 (－)

H18 (－)

情報型
娯楽欲求

リラクゼーション型
娯楽欲求

冒険型
娯楽欲求

陳列の整然性

混雑度混雑度

店員社交型娯楽欲求 ブラウジング行動意図

「店員と 接触 は「店員社交型娯楽欲求 を促進する

促進！

3.  仮説の提唱② 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

「店員との接触」は「店員社交型娯楽欲求」を促進する
Hawes and Lumpkin (1984), Jarboe and McDaniel (1987)

消費者は、そのお店の店員との接触機会が多いほど、店員と交流したいと感じ、

その影響により、消費者のブラウジング行動意図は促進される。

「混雑度」は「店員社交型娯楽欲求」を阻害する
Harrel, Hutt, and Anderson (1980)

消費者は そのお店が混雑しているほど 店員と交流したくないと感じ その消費者は、そのお店が混雑しているほど、店員と交流したくないと感じ、その

影響により、消費者のブラウジング行動意図は阻害される。

田村の小売ミックス
(2001)

アクセス性

Arnold and Reynolds の
快楽的ショッピング動機の援用

(2003)
H7(＋)

3.  仮説の提唱 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

H1(＋)

H2 (＋)

H3 (＋)

H8 (＋)

H9 (＋)

H10 (－)

H11 (＋)

H12 (＋) ブラウジング
行動意図

価値追求型
娯楽欲求

店員社交型
娯楽欲求

同伴者社交型
娯楽欲求

知覚価格

店員との接触

品揃え多様性 ブラウジング
行動意図

店員との接触

同伴者社交型
娯楽欲求

H4(＋)

H5 (＋)

H6 (＋)

H13 (＋)

H14 (＋)
H15 (－) H16 (－)

H17 (－)

H18 (－)

情報型
娯楽欲求

リラクゼーション型
娯楽欲求

冒険型
娯楽欲求

陳列の整然性

混雑度混雑度

同伴者社交型娯楽欲求 ブラウジング行動意図

阻害

促進！

3.  仮説の提唱③ 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

「店員との接触」は「同伴者社交型娯楽欲求」を阻害する
渋谷 (1990)

消費者は、そのお店の店員との接触機会が多いほど、同伴者と交流したくない

と感じ、その影響により消費者のブラウジング行動意図は阻害される。

「混雑度」は「同伴社交型娯楽欲求」を阻害する
Harrel, Hutt, and Anderson (1980)

消費者は、そのお店が混雑しているほど、同伴者と交流したくないと感じ、その

影響により消費者のブラウジング行動意図は阻害される。
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田村の小売ミックス
(2001)

アクセス性

Arnold and Reynolds の
快楽的ショッピング動機の援用

(2003)
H7(＋)

3.  仮説の提唱 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

H1(＋)

H2 (＋)

H3 (＋)

H8 (＋)

H9 (＋)

H10 (－)

H11 (＋)

H12 (＋) ブラウジング
行動意図

価値追求型
娯楽欲求

店員社交型
娯楽欲求

同伴者社交型
娯楽欲求

情報

知覚価格

店員との接触

品揃え多様性 ブラウジング
行動意図

店員との接触

H4(＋)

H5 (＋)

H6 (＋)

H13 (＋)

H14 (＋)
H15 (－) H16 (－)

H17 (－)

H18 (－)

情報型
娯楽欲求

リラクゼーション型
娯楽欲求

冒険型
娯楽欲求

陳列の整然性

混雑度

情報型娯楽欲求 ブラウジング行動意図

「店員との接触」は「情報型娯楽欲求」を促進する

促進！

3.  仮説の提唱④ 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

「店員との接触」は「情報型娯楽欲求」を促進する
渡辺 (1995)

消費者は、そのお店の店員との接触機会が多いほど、新商品の情報を得たい

と感じ、その影響により消費者のブラウジング行動意図は促進される。

「品揃えの多様性」は「情報型娯楽欲求」を促進する
Bloch, Ridgway, and Sherrell (1989)

消費者は そのお店の品揃えが多様なほど 新商品の情報を得たいと感じ消費者は、そのお店の品揃えが多様なほど、新商品の情報を得たいと感じ、

その影響により消費者のブラウジング行動意図は促進される。

「陳列の整然性」は「情報型娯楽欲求」を促進する
清水 (1982)

消費者は、そのお店の陳列が整然としているほど、新商品の情報を得たいと

感じ、その影響により消費者のブラウジング行動意図は促進される。

田村の小売ミックス
(2001)

アクセス性

Arnold and Reynolds の
快楽的ショッピング動機の援用

(2003)
H7(＋)

3.  仮説の提唱 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

H1(＋)

H2 (＋)

H3 (＋)

H8 (＋)

H9 (＋)

H10 (－)

H11 (＋)

H12 (＋) ブラウジング
行動意図

価値追求型
娯楽欲求

店員社交型
娯楽欲求

同伴者社交型
娯楽欲求

情報

知覚価格

店員との接触

品揃え多様性 ブラウジング
行動意図

店員との接触

H4(＋)

H5 (＋)

H6 (＋)

H13 (＋)

H14 (＋)
H15 (－) H16 (－)

H17 (－)

H18 (－)

情報型
娯楽欲求

リラクゼーション型
娯楽欲求

冒険型
娯楽欲求

陳列の整然性

混雑度

「 雑度 「 ゼ 楽欲 を阻害す

リラクゼーション型娯楽欲求 ブラウジング行動意図促進！

3.  仮説の提唱⑤ 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

「混雑度」は「リラクゼーション型娯楽欲求」を阻害する
Harrel, Hutt, and Anderson (1980), Arnold and Reynolds (2003)

消費者は、そのお店が混雑しているほど、癒しを得たくないと感じ、その影響に
より消費者のブラウジング行動意図は阻害される。

田村の小売ミックス
(2001)

アクセス性

Arnold and Reynolds の
快楽的ショッピング動機の援用

(2003)
H7(＋)

3.  仮説の提唱 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

H1(＋)

H2 (＋)

H3 (＋)

H8 (＋)

H9 (＋)

H10 (－)

H11 (＋)

H12 (＋) ブラウジング
行動意図

価値追求型
娯楽欲求

店員社交型
娯楽欲求

同伴者社交型
娯楽欲求

知覚価格

店員との接触

品揃え多様性 ブラウジング
行動意図

店員との接触

H4(＋)

H5 (＋)

H6 (＋)

H13 (＋)

H14 (＋)
H15 (－) H16 (－)

H17 (－)

H18 (－)

情報型
娯楽欲求

リラクゼーション型
娯楽欲求

冒険型
娯楽欲求

陳列の整然性

混雑度

冒険型娯楽欲求 ブラウジング行動意図

「陳列の整然性」は「冒険型娯楽欲求」を促進する

促進！

3.  仮説の提唱⑥ 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

「陳列の整然性」は「冒険型娯楽欲求」を促進する
国友 (1999)       

消費者は、そのお店の陳列が整然としているほど、スリルや刺激を得たいと感じ、

その影響により消費者のブラウジング行動意図は促進される。

「混雑度」は「冒険型娯楽欲求」を阻害する
Harrel, Hutt, and Anderson (1980), Arnold and Reynolds (2003)

消費者は、そのお店が混雑しているほど、刺激を得たくないと感じ、その影響に

より消費者のブラウジング行動意図は阻害される。
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田村の小売ミックス
(2001)

アクセス性

Arnold and Reynolds の
快楽的ショッピング動機の援用

(2003)
H7(＋)

3.  仮説の提唱 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

H1(＋)

H2 (＋)

H3 (＋)

H8 (＋)

H9 (＋)

H10 (－)

H11 (＋)

H12 (＋) ブラウジング
行動意図

価値追求型
娯楽欲求

店員社交型
娯楽欲求

同伴者社交型
娯楽欲求

情報

知覚価格

店員との接触

品揃え多様性

H4(＋)

H5 (＋)

H6 (＋)

H13 (＋)

H14 (＋)
H15 (－) H16 (－)

H17 (－)

H18 (－)

情報型
娯楽欲求

リラクゼーション型
娯楽欲求

冒険型
娯楽欲求

陳列の整然性

混雑度

アクセス性 ブラウジング行動意図促進！

3.  仮説の提唱⑦ 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

Jarboe and McDaniel (1987)

消費者は、そのお店の空間的・時間的利便性が高いほど、何も買う気がなくても、

訪れたいと感じ、その影響により消費者のブラウジング行動意図は促進される。

アクセス性

Arnold and Reynolds の
快楽的ショッピング動機の援用

(2003)

H7(＋)

田村の小売ミックス
(2001)

3.  仮説の提唱 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

H1(＋)

H2 (＋)

H3 (＋)

H8 (＋)

H9 (＋)

H10 (－)

H11 (＋)

H12 (＋) ブラウジング
行動意図

価値追求型
娯楽欲求

店員社交型
娯楽欲求

同伴者社交型
娯楽欲求

情報

知覚価格

店員との接触

品揃え多様性

価値追求型
娯楽欲求

ブラウジング
行動意図

知覚価格

H4(＋)

H5 (＋)

H6 (＋)

H13 (＋)

H14 (＋)
H15 (－) H16 (－)

H17 (－)

H18 (－)

情報型
娯楽欲求

リラクゼーション型
娯楽欲求

冒険型
娯楽欲求

陳列の整然性

混雑度

分析結4.  分析結果

4.  分析結果①

分析手法：調査票によるデータ収集

共分散構造分析(SEM：Structural Equation Modeling)

仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

共分散構造分析(SEM：Structural Equation Modeling)

構成概念

観測変数 観測変数

構成概念

観測変数 観測変数

調査対象：便宜的に抽出された慶應義塾大学の学部生380名

回答者数380名(100％)

有効回答者数358名(94％)

4.  分析結果① 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

構成概念 観測変数（質問項目） α係数

ブラウジング

行動意図

X1：私は、買うつもりもなく、またそのお店の店内を見て回るだろう。
X2：私は、買うつもりもなく、またそのお店の店内を見て回りたい。
X3：私は、ただそのお店を見て回るためだけにもう一度そのお店を訪れたい。

0.84

情報型 X4：そのお店で、流行っている製品を見ることは楽しい。
X5：そのお店で、トレンドの製品を見ることは楽しい。 0.90

娯楽欲求
5

X6：そのお店で、新製品を見ることは楽しい。

リラクゼーション型
娯楽欲求

X7：そのお店に行くと、気分転換になる。
X8：そのお店に行くと、リラックスできる。 0.65

冒険型娯楽欲求

X9：そのお店では、何らかの刺激が得られる。
X10：そのお店では、時間を忘れるほどわくわくする。
X11：そのお店では、製品を探索する意欲がかきたてられる。

0.77

アクセス性

X12：そのお店は、行きやすい場所にある。
X13：そのお店周辺の交通網は、整備されている。
X14：そのお店は、訪問したいときに開いている。
X15：そのお店は、営業時間が長い。

0.70

X16：そのお店では、店員があまり話しかけてこない。

店員との接触

16

X17：そのお店では、店員が頻繁に商品説明をしてくれる。
X18：そのお店の店員の接客は、積極的である。
X19：そのお店では、店員がよく話しかけてくる。

0.92

品揃え多様性 X20：そのお店には、いろんな製品が置いてある。
X21：そのお店は、品揃えが良い。 0.77

陳列の整然性
X22：そのお店では、製品が乱雑に置かれている。
X23：そのお店では、製品が手に取りやすいように置かれている。
X24：そのお店では、製品がきちんと陳列されている。

0.67

混雑度 X25：そのお店は、混んでいない。
X26：そのお店は、混んでいる。 0.90
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田村の小売ミックス
(2001)

アクセス性

Arnold and Reynolds の
快楽的ショッピング動機の援用

(2003)
H7(＋)

4.  分析結果② 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

H1(＋)

H2 (＋)

H3 (＋)

H12 (＋)

H11 (＋)

H10 (－)

H8 (＋)

H9 (＋)

ブラウジング
行動意図

価値追求型
娯楽欲求

店員社交型
娯楽欲求

同伴者社交型
娯楽欲求

情報

知覚価格

店員との接触

品揃え多様性

H4(＋)

H5 (＋)

H6 (＋)

H13 (＋)

H14 (＋)

H17 (－)

H15 (－) H16 (－)

H18 (－)

情報型
娯楽欲求

リラクゼーション型
娯楽欲求

冒険型
娯楽欲求

陳列の整然性

混雑度

アクセス性

0 26a

4.  分析結果③ 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

0.26a

店員との接触

品揃え多様性
情報型

娯楽欲求

ブラウジング

行動意図

0.32a

0.25a

0.14b

0.19a

0.34a

-0.19a

陳列の整然性

混雑度

ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝ型

娯楽欲求

冒険型

娯楽欲求

0.23a
0.12b χ2

χ2 の自由度

GFI

AGFI                      

RMSEA                 

サンプル数

987.21

291

0.82

0.78

0.08

358

ただし、aは1%水準で有意、bは5%水準で有意

考察5.  考察

価 値 追 求 型

ブラウジング行動

Arnold and Reynolds 
（2003）

快楽的ショッピング動機

5.  考察① 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

価 値 追 求 型

情 報 型

社 交 型

役 割 遂 行 型

情 報 型

リラクゼーション型

情 報 型

冒 険 型

情 報 型

リラクゼーション型

冒 険 型

5.  考察①

ブラウジング行動を

促進
情報型

娯楽欲求

仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

新商品や流行の商品に関する情報を探索・取得す

ることに楽しさを見出そうとする欲求は、ブラウジン

グ行動意図形成を促進するという仮説は支持された

促進娯楽欲求

グ行動意図形成を促進するという仮説は支持された。

5.  考察②

ブラウジング行動を

大いに促進
リラクゼーション型

娯楽欲求

仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

店舗内でのストレス解消や気晴らしに楽しさを見出

そうとする欲求は、ブラウジング行動意図形成を促

進するという仮説は支持された。

大いに促進娯楽欲求

進するという仮説は支持された。
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5.  考察③

ブラウジング行動を

促進
冒険型

娯楽欲求

仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

店舗内探索によって刺激を得ることに楽しさを

見出そうとする欲求は、ブラウジング行動意図形成

を促進すると う仮説は支持された

促進娯楽欲求

を促進するという仮説は支持された。

5.  考察④

ブラウジング行動を

促進アクセス性

仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

店舗のアクセス性が良ければ良いほど、

ブラウジング行動意図形成を促進されるという仮説は

支持された

促進性

支持された。

含意6.  含意

現在、マーケティング論において

購買行動を取り扱った研究が数多くある

6.  学術的含意 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

本研究のように、購買を伴わないブラウジング行動を

引き起こす個人要因や店舗属性を明らかにした研究は皆無

しかし・・・

本研究は、マーケティング論において未踏の
新たな研究領域を開拓した

よって・・・

店舗内の混雑度を改善する工夫が企業に求められる。

6.  実務的含意① 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

例
・順路の設定
・落ち着いたBGM

①混雑を解消してリラックスできる店舗内 ②知識が豊富で情報源として価値の高い店員 ③気軽に足を運べるアクセス性の高い店舗立地

店員の消費者への接触機会を増加させる工夫が
企業に求められる。

6.  実務的含意② 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

例
・店舗内に配置する店員数の増加
・消費者に対して積極的に応対する店員の教育
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店舗の利便性を高める工夫が企業に求められる。

6.  実務的含意③ 仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

例
・交通網の整備された場所への店舗展開
・送迎バスの完備
・営業時間の延長

今後7.  今後の課題

7.  今後の課題

快楽的ショッピング動機とブラウジング動機の
共通性を再吟味する必要性

仮説の提唱問題意識 既存文献 分析結果 考察 含意 今後の課題

無作為な大量サンプリングによる
分析の信頼性の改善

共通性を再吟味する必要性
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